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要 旨 

2017年11月25日-12月20日に小惑星(3200)Phaethonの連続測光観測及び多色測光観測を行った。その結

果、Phaethonの色指数をR-I=0.36等と求めた。 

 

１．はじめに 

小惑星(3200)Phaethonはふたご座流星群の母天体として知られており、枯れた彗星核であると見られ

ている。Phaethonは周期3.6年のアポロ群に属する天体である。今回の回帰では10等級まで明るくなった

ため観測の好機であった。Rバンド、Iバンド、Vバンドを用いた多色測光を行ない表面の様子を考察すべ

く観測を計画した。 

 

２．観測 

観測概要は次の表１、表2の通りである。 

２－１.（表１）観測日時、観測方法、天候 

 

２－２ （表２）観測機材 

観測所 望遠鏡 カメラ 

西はりま天文台 カセグレイン D=600mm F12 SBIG STL1001E 

三田祥雲館 シュミットカセグレイン D=280mm F=6.3 SBIG  ST9XE 

iTelescope 反射 D=250mm F=3.8 SBIG ST10XME 

３ 解析 

画像は全て1次処理を施した後、画像処理ソフトMakali`iを用いてアパ―チャー測光を行った。標準星

は連続測光観測では同一視野にある4～6個の標準星を用いた。光度は星表カタログUSNO-A2.0を用いた。

また、多色測光では標準星をLandolt標準星カタログよりできるだけ明るく、小惑星と同高度にあり、太

陽の色指数に近いものを選んだ。なお太陽の色指数は B-V＝0.665, V-R＝0.367, V-I=0.705 とし

た。 

４ 結果 

観測は行ったが、雲の影響で測候には使えないデータも数が多かった。S/N比が50程度で観測が行うこと

ができた日のデータを用いた。太陽の色指数を考慮し、12月20日のデータからPhaethonの色指数を次の

ように求めた。 

 R-I=0.36 

５ 考察 

 Phaethonは先行研究よりBタイプまたはFタイプの小惑星と考えられている。典型的なB型小惑星の色指

数はR-I=0.695であった。Phaethonはこれまで“青い”天体として観測されており、先行研究と同様の結

果を示した。今後、12/20以外の観測データの解析も行い、解析に誤りがないか検証すると共に、同時期

に他の観測者が行った結果を参照し妥当性を検討する必要がある。また、連続測光の結果については現

在、解析中でありジュニアセッション当日は発表する予定である。 
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(参照2018/1/20)   

Date＆Time (UT) フィルター及び画像数 観測  観測所 

11/24 12:46-13:58 V 44枚 連続 薄曇り 西はりま天文台（佐用郡佐用町） 

11/25 11:58-18:40 V 146枚  連続 晴天 西はりま天文台（佐用郡佐用町） 

12/13  5:08- 9:04 V  4枚  I  4枚 多色 晴天 iTelescope  (MayHill NewMexico) 

12/14  5:05- 5:20 V  2枚 I 2枚 多色 晴天 iTelescope  (MayHill NewMexico) 

12/15  9:20- 9:35 R 3枚 I 3枚 多色 薄曇り 三田祥雲館高校（兵庫県三田市） 

12/20  8:49- 9:33 R  5枚 I 5枚   多色 晴天 三田祥雲館高校（兵庫県三田市） 


